
高速道路とフェリーの連携により
新たな観光ルートの開拓

観光

・愛媛⇔⼤分間のフェリーの乗⽤⾞利⽤台数が約2割増加。
・GW期間中に四国⇔九州間で２つの観光ツアーが新たに企画。今後も続々と新規
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愛媛～大分間フェリー３航路の乗用車計 調査期間（H26 H27）：4/29～5/6愛媛 大分間フェリ ３航路の乗用車計 調査期間（H26，H27）：4/29 5/6
資料：各航路事業者ヒアリング調査結果

三崎港

【出発地】
松山市

■観光ツアー（例）[四国（愛媛）～宮崎方面]

GW中の四国⇔九州の観光ツアー：約100人

四国との新たな観光ツアー
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今後も続々と四国との新規ツアーが企画。
（四国～九州間： ８企画）
・愛媛発→九州：３企画

資料：旅行会社・バス会社へのヒアリング

観光客の声 （⾹川県から 60代⼥性）

東九州道の開通もきっかけとなっ

観光客の声 （愛媛県から 30代男性）
東九州道の開通もきっかけとなり

鹿児島県 【宿泊】

宮崎市内

凡例

：愛媛～大分間フェリー３航路
：観光ルート（例）
「どっきり 宮崎南国の休日」観光ルート

・高知発→九州：２企画
・香川発→九州：２企画
・宮崎発→四国：１企画

4資料：フェリー利用者ヒアリング調査結果

東九州道の開通もきっかけとなっ
た５～６年ぶりの九州観光で、日南
市内や高千穂峡（いずれも宮崎
県）を周遊しました。

今後は、九州への観光機会が増え
そうです。

東九州道の開通もきっかけとなり、
今回、宮崎県（青島、えびの高原）
や鹿児島県（かごしま水族館、霧
島）を周遊する旅行へ行きました。

今後、九州への観光機会が増えそ
うです。


